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９
月
２５
日
（
日
）
第
１２
回
目
と
な
る

「
骨
寺
村
荘
園
稲
刈
り
体
験
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
も
、
荘
園
米
オ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
地
元
の
本
寺
小
中
学
生
、
大
学
生
、

一
般
参
加
者
、
地
元
住
民
な
ど
、
総
勢

２
０
０
余
名
が
参
加
し
、
昔
な
が
ら
の

手
刈
り
に
よ
る
稲
刈
り
に
心
地
の
良
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。 

手
慣
れ
た
方
、
初
め
て
体
験
し
た
方
、

雨
続
き
で
ぬ
か
る
ん
だ
圃
場
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
午
前
中
に
作
業
を
終
え
、

昼
食
は
若
神
子
亭
の
庭
で
恒
例
の
も
ち

バ
イ
キ
ン
グ
。
餅
つ
き
の
実
演
と
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
本
寺
中
学
校
生
徒
と

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
「
鶏
舞
」
も
披
露
さ
れ
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

午
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
温
泉

入
浴
や
胆
沢
ダ
ム
見
学
な
ど
を
選
ん
で

頂
き
、
一
日
を
通
し
て
皆
が
楽
し
め
る

充
実
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

参
加
者
並
び
に
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

稲
刈
り
体
験
交
流
会
の
同
日
、
朝
７
時
～
９
時
の
間
、
若
神
子
亭
南
側

の
牧
野
に
て
市
主
催
に
よ
る
「
バ
ル
ー
ン
搭
乗
体
験
」
が
行
わ
れ
、
地
域

内
外
の
参
加
者
８０
名
以
上
が
、
束
の
間
の
空
中
散
歩
を
楽
し
み
ま
し
た 

第
４
回
と
な
る 

「
本
寺
地
域
納 

涼
ま
つ
り
」
が
、 

８
月
１４
日
、
若

神
子
亭
中
庭
に

て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
か
が
り
火

神
楽
と
し
て
本

寺
中
の
生
徒
に

よ
る
「
鶏
舞
」
が 

披
露
さ
れ
、
地
元
青
年
層
の
提
供
す
る
屋
台

料
理
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、
昨
年
か
ら
復

活
し
た
「
盆
踊
り
」
や
、
「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
」
に
興
じ
ま
し
た
。 

 

お
盆
中
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
帰

省
し
た
親
戚
の
方
々
も
交
え
て
、
話
に
花
が

咲
き
、
真
夏
の
夜
の
賑
や
か
で
和
や
か
な
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

須川高原温泉付近 

 10月 15日頃 

真湯温泉付近 

   10月 20日頃 

骨寺村荘園付近 

    10月22日頃から 

真湯ゲート閉鎖予定 

      11月 7日 


